
国
立
故
宮
博
物
院
な
ら
び
に

京
都
大
学
所
蔵
の「
山
西
辺
垣
図
群
」の
描
図
パ
タ
ー
ン
の
比
較
と
分
類

田
　
中
　
和
　
子

木
　
津
　
祐
　
子

宇
佐
美
　
文
　
理

は
じ
め
に

　

台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
は
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
と
い
う
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
き
わ
め
て
よ
く

似
た
二
種
の
古
地
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
地
図
は
「
山
西
辺
垣
図
群
」
と
総
称
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
田
中
・
木
津
（
二

○
一
一
）（
１
）
で
報
告
し
た
。
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
地
図
の
一
部
は
作
成
年
代
や
進
呈
者
等
の
記
録
を
有
す
る
が
、
京
都
大
学
所
蔵
の
地
図

を
含
め
て
、
記
録
が
不
明
な
地
図
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
作
成
の
年
代
考
証
や
作
成
理
由
、
背
景
と
な
る
政
治
・

軍
事
情
勢
、
作
成
や
進
呈
の
シ
ス
テ
ム
等
を
解
明
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
地
図
の
描
図
パ
タ
ー
ン
を
比
較
の
指
標
と
し
て
用
い
、「
山

西
辺
垣
図
群
」
の
分
類
を
試
み
る
。
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図
一

　『
山

西
辺

垣
布

陣
図

』（
京

都
大

学
蔵

）
お

よ
び

『
山

西
三

関
辺

垣
図

』（
国

立
故

宮
博

物
院

蔵
）

の
描

く
領

域
注

）
図

中
の

山
西

省
の

省
界

は
現

代
の

も
の

。
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図
二

　「
山

西
辺

垣
図

群
」（

二
○

図
幅

）
の

各
領

域
と

名
称

・
参

照
番

号
お

よ
び

本
稿

で
の

分
析

対
象

図
幅

注
）

各
図

幅
の

領
域

区
分

は
、『

山
西

辺
垣

布
陣

図
』（

京
都

大
学

蔵
）

お
よ

び
『

山
西

三
関

辺
垣

図
』（

国
立

故
宮

博
物

院
蔵

）
に

基
づ

く
。
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田
中
・
木
津（
二
○
一
一
）（
注
１
）
お
よ
び
田
中
・
木
津
・
宇
佐
美（
二
○
一
○
）（
２
）
で
説
明
し
た
よ
う
に
、「
山
西
辺
垣
図
群
」は
三
組（
二
○
図
幅
）

で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
は
、
内
長
城
の
東
路
（
六
図
幅
）、
中
路
（
六
図
幅
）、
西
路
（
八
図
幅
）
に
沿
う
地
帯
を
描
く
（
図
一
、
図
二
）。

国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
「
山
西
辺
垣
図
群
」
に
含
ま
れ
る
地
図
は
、合
計
一
四
八
図
幅
、二
十
二
組
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、『
山
西
辺
垣
図
』

（
十
八
册
）
に
は
、
東
路
・
中
路
・
西
路
を
す
べ
て
含
む
ま
と
ま
り
が
四
つ
あ
る
。
残
り
は
、
西
路
の
み
を
含
む
も
の
が
二
つ
、
中
路
と
西
路
を

含
む
も
の
、
中
路
と
東
路
（
二
組
）
を
含
む
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
あ
る
。『
山
西
三
関
辺
垣
図
』（
二
○
册
）
は
、
東
路
・
中
路
・
西
路
を
一
組

ず
つ
有
す
る
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』（
一
三
図
幅
）
は
、
中
路
の
五
図
幅
と
西
路
の
二
図
幅
を
欠
く
。

　

国
立
故
宮
博
物
院
な
ら
び
に
京
都
大
学
の
両
機
関
が
所
蔵
す
る
「
山
西
辺
垣
図
群
」
全
体
で
は
、東
路
を
描
く
地
図
、中
路
を
描
く
地
図
が
各
々

八
組
、
西
路
を
描
く
地
図
が
九
組
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
図
が
描
く
内
容
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
同
じ
東
組
を
描
く
地
図
群
同
士
で
す
ら
、
画
法

や
記
載
さ
れ
た
文
字
だ
け
で
な
く
、
城
、
縣
、
墩
、
山
河
な
ど
の
位
置
や
形
状
の
描
き
方
等
に
、
程
度
の
違
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
明
確
な

差
異
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
図
の
描
写
内
容
、
す
な
わ
ち
、
描
図
パ
タ
ー
ン
の
類
似
性
や
相
違
を
も
と
に
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
分
類
を
試
み

る
こ
と
に
よ
り
、
作
成
年
代
や
作
成
状
況
を
突
き
止
め
る
手
が
か
り
に
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
描
図
パ
タ
ー
ン
の
比
較
と
分
類
は
、

田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
で
行
っ
た
五
臺
山
や
利
民
堡
な
ど
の
位
置
や
形
態
に
つ
い
て
の
予
備
的
な
検
討
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
破
損
が
著
し
く
現
物
閲
覧
が
不
可
能
で
あ
る
、
鮮
明
と
は
言
い
難
い
写
真
画
像
、
判
読
の
困
難
な
文
字
と
い
っ
た
諸
制
約
の
な
か
で
、

地
図
に
描
か
れ
た
対
象
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
何
を
明
ら
か
に
で
き
る
か
を
追
求
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
本
稿
で
分
析
対

象
と
す
る
図
幅
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の
判
読
作
業
を
木
津
と
宇
佐
美
が
行
い
、
そ
の
情
報
に
も
と
づ
い
て
、
田
中
が
描
図
パ
タ
ー
ン
の
比
較
と
分

類
を
行
っ
た
。

　

描
図
の
比
較
分
析
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
に
掲
げ
た
、『
山
西
辺
垣
図
』・『
山
西
三
関
辺
垣
図
』

お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部
構
成
一
覧
表
の
改
訂
版
を
提
示
す
る
。
続
い
て
第
二
章
で
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
に
お
け
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る
五
臺
山
と
五
臺
縣
、
馬
站
堡
と
永
興
堡
、
お
よ
び
岢
嵐
州
と
嵐
縣
の
描
か
れ
方
を
比
較
す
る
。
第
三
章
で
は
、
第
二
章
で
の
検
討
に
基
づ
い
て
、

描
図
タ
イ
プ
に
よ
る
「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
分
類
を
試
み
る
。
最
後
に
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
研
究
の
見
通
し

と
課
題
を
示
す
。

第
一
章  『
山
西
辺
垣
図
』・『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部
構
成

  

田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
に
掲
げ
た
、『
山
西
辺
垣
図
』・『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部

構
成
一
覧
を
二
つ
の
点
で
改
訂
し
た
。
一
つ
は
、
二
○
一
一
年
秋
の
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
処
で
の
調
査
に
お
い
て
、
副
研
究
員
の
盧
雪
燕

氏
よ
り
、『
山
西
辺
垣
図
』（
十
八
册
）
の
書
誌
整
理
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、「
巻
一
」「
巻
二
」
～
「
巻
十
七
」
の
「
巻
」
に
代
え
て
、「
册
」

を
用
い
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
旨
、
ご
教
示
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、『
山
西
辺
垣
図
』（
十
八
册
）
に
含
ま
れ
る
一
二
八
枚
の
図
幅
の

配
列
を
詳
細
に
検
討
し
、
第
十
七
册
の
八
枚
の
図
幅
（
西
路
）
に
配
列
順
列
の
乱
れ
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
こ
と
で
あ
る
。
表
一
は
、
こ
れ

ら
二
点
を
踏
ま
え
て
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
で
は
、
第
一
册
に
含
ま
れ
る
二
組
の
東
路
の
配
列
順
序
が
、
地
図
上
の
東
か
ら
西
へ
と
い
う
配
列
の
原
則
に

逆
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
十
七
册
（
西
路
の
み
）
も
、
配
列
筆
頭
の
「
老
營
」（
参
照
番
号
「
西
１
」）
以
外
の
図
幅
の
配
列
順
が
逆

行
し
て
い
る
。「
老
營
」
の
次
に
、通
常
末
尾
に
配
列
さ
れ
る
「
岢
嵐
」（
参
照
番
号
「
西
８
」）
が
並
び
、以
下
、順
に
遡
る
形
で
「
水
泉
營
」（
参

照
番
号
「
西
２
」）
が
末
尾
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
各
册
の
配
列
順
序
の
乱
れ
が
複
数
の
册
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
個
々
の
図
幅
の
修
復
あ
る
い
は
綴
じ
合
わ
せ
形
態
へ
の
集
成
過
程
の
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表
一  

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
辺
垣
図
』
・
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部
構
成
一
覧
表

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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（
注
） �『
山
西
辺
垣
図
』
の
統
一
編
号
は
、
国
立
故
宮
博
物
院
に
よ
る
。
進
呈
年
代
お
よ
び
進
呈
者
は
、『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』、
国
立
北
平
図
書
館
、
一
九
三
四
年
、
八
～
一
○
頁
に
よ
る
。
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追
求
が
重
要
な
調
査
課
題
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
唆
し
て
い
る
。

第
二
章
　
五
臺
山
と
五
臺
縣
、
馬
站
堡
と
永
興
堡
、
お
よ
び
岢
嵐
州
と
嵐
縣
の
描
か
れ
方
の
比
較

第
一
節
　
分
析
の
対
象
と
す
る
描
図
の
要
素
と
図
幅

  

田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
で
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
中
で
の
五
臺
山
と
利
民
堡
と
嵐
縣
の
位
置
や
向
き
、
形
を
比
較
し
た
。
こ
の

予
備
的
な
分
析
を
展
開
さ
せ
、本
稿
で
は
、以
下
の
三
点
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
五
臺
山
と
五
臺
縣
は
ど
の
図
幅
に
描
か
れ
る
か
（
２
）

馬
站
堡
と
永
興
堡
は
ど
の
図
幅
に
描
か
れ
る
か
、（
３
）
岢
嵐
州
と
嵐
縣
は
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
東
路
の

五
臺
山
と
五
臺
縣
を
描
く
領
域
、す
な
わ
ち
「
北
樓
」「
茹
越
・
廣
武
」「
鴈
門
」
の
三
図
幅
、西
路
の
岢
嵐
州
と
嵐
縣
を
描
く
領
域
で
あ
る
「
岢
嵐
」

図
幅
を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。同
じ
く
西
路
の
老
營
城
周
辺
を
描
く
「
老
營
」「
偏
關
」
の
二
図
幅
も
分
析
対
象
と
し
た
の
は
、同
じ
「
老

營
」
あ
る
い
は
「
偏
關
」
で
あ
っ
て
も
、
図
幅
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
る
陣
や
墩
に
粗
密
の
違
い
が
目
立
つ
た
め
で
あ
る
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺

垣
布
陣
図
』
は
中
路
の
図
幅
の
多
く
を
欠
く
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
、
東
路
と
西
路
に
焦
点
を
あ
て
て
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
を
比
較
す
る
こ

と
に
し
た
。

第
二
節
　
分
析
に
用
い
る
描
図
ス
ケ
ッ
チ
の
作
成
手
順

　

田
中
・
木
津
（
二
○
一
一
）（
注
１
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
『
山
西
辺
垣
図
』（
第
一
册
か
ら
第
十
七
册
）
と
『
山
西

三
関
辺
垣
図
』（
二
十
册
）
に
含
ま
れ
る
一
四
八
枚
の
図
幅
を
、ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
ル
（
カ
ラ
ー
）
か
ら
印
刷
し
た
も
の
、お
よ
び
大
判
写
真
（
カ
ラ
ー
）

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も
の
（
す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ
）
は
、
画
像
が
鮮
明
で
な
い
こ
と
に
加
え
、
モ
ノ
ク
ロ
ゆ
え
に
本
来
の
色
調
や
濃
淡
の
違
い
が
わ
か

り
に
く
い
。
文
字
も
剥
落
が
多
く
、
判
読
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
像
を
詳
細
に
観
察
し
、
描
か
れ
た
城
、
縣
、
墩
、
山
河
な
ど
の
位
置
や
形

状
、
施
設
名
称
や
題
記
の
有
無
や
配
置
を
線
描
き
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
城
門
や
墩
の
屋
根
な
ど
の
細
部
は
簡
略
化
し
て
い
る
が
、
陣
の
壁
の
色
等

の
違
い
は
表
示
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
原
資
料
の
破
損
や
剥
落
が
著
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
識
別
不
能
な
部
分
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
ス

ケ
ッ
チ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
幅
に
「
何
が
所
在
し
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
」
を
把
握
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
有
効
に
活
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
同
様
の
手
法
で
、京
都
大
学
所
蔵
の
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
つ
い
て
は
、現
物
と
カ
ラ
ー
写
真
を
も
と
に
各
図
幅
の
描
図
ス
ケ
ッ

チ
を
作
成
し
た
。第

三
節
　
描
図
パ
タ
ー
ン
の
比
較

（
１
）
五
臺
山
と
五
臺
縣
は
ど
の
図
幅
に
描
か
れ
る
か

　

表
一
に
示
す
よ
う
に
、
東
路
を
描
く
図
幅
を
含
む
の
は
、『
山
西
辺
垣
図
』
第
十
三
册
、
第
十
册
、
第
七
册
、
第
一
册
（
東
路
を
二
組
含
む
）、

第
四
册
、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』、
お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
「
北
樓
」「
茹
越
・
廣
武
」「
鴈
門
」

の
三
図
幅
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
五
臺
山
と
五
臺
縣
の
描
か
れ
る
図
幅
お
よ
び
そ
の
図
幅
内
で
占
め
る
位
置
に
関
し
て
、
四
つ
の
類
型
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
四
類
型
を
示
す
図
幅
の
描
図
ス
ケ
ッ
チ
を
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、
満
文
が
併
記
さ
れ
た
も
の
（『
山
西
辺
垣
図
』
第

十
三
册
、
第
十
册
）
は
、
漢
文
の
み
記
載
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
て
、
文
字
の
表
記
箇
所
が
二
倍
に
な
り
、
絵
柄
の
部
分
が
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

描
図
の
全
容
が
把
握
し
づ
ら
い
の
で
、
本
稿
で
は
例
示
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

一
〇
頁
の
上
段
に
、『
山
西
辺
垣
図
』
第
七
册
の
「
北
樓
」
図
幅
に
描
か
れ
る
五
臺
山
（
図
三
）、
次
一
一
頁
の
上
段
に
同
第
七
册
の
「
鴈
門
」

図
幅
に
描
か
れ
る
五
臺
縣
（
図
四
）
を
掲
げ
る
。東
の
「
北
樓
」
と
西
の
「
鴈
門
」
の
間
に
は
「
茹
越
・
廣
武
」
図
幅
が
あ
る
が
、「
茹
越
・
廣
武
」

京都大學文學部硏究紀要　第 51 号
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図三　「北樓」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第七册（順治４年(1647)（進呈者　呂維橒））

図五　「北樓」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第一册（順治６年(1649)（進呈者　蔡應桂））
　（同図内の配列順序は十六）

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類

一
〇



図四　「鴈門」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第七册（順治４年(1647)（進呈者　呂維橒））

図六　「茹越・廣武」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第一册（順治６年(1649)（進呈者　
　蔡應桂））　（同図内の配列順序は十五）
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図七　「北樓」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第四册（順治15年(1658)（進呈者　白尚登））

図九　「北樓」の描図スケッチ―『山西三関辺垣図』（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳）

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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図八　「茹越・廣武」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第四册（順治15年(1658)（進呈者　
　白尚登））

図十　「茹越・廣武」の描図スケッチ―『山西三関辺垣図』（進呈年代　不詳、（進呈者　
　不詳））
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に
は
五
臺
山
も
五
臺
縣
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
五
臺
山
と
五

臺
縣
の
配
置
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」に
含
ま
れ
る
東
路
図
の
な
か
で
は
、

最
も
離
れ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
も
接
近
し

て
五
臺
山
と
五
臺
縣
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
両
者
が
と
も
に
「
茹

越
・
廣
武
」
に
描
か
れ
る
（
図
六
（『
山
西
辺
垣
図
』
第
一
册
）（
一
一

頁
下
段
）で
あ
る
。「
茹
越
・
廣
武
」の
東
に
隣
接
す
る
領
域
を
描
く「
北

樓
」（
図
五
（『
山
西
辺
垣
図
』
第
一
册
）（
一
〇
頁
下
段
）
に
は
五
臺

山
も
五
臺
縣
も
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
配
置
の
中
間
に
あ
る
の
が
、
図

七
の
五
臺
山
（『
山
西
辺
垣
図
』
第
四
册
の
「
北
樓
」）（
一
二
頁
上
段
）

と
図
八
の
五
臺
縣（『
山
西
辺
垣
図
』第
四
册
の「
茹
越
・
廣
武
」）（
一
三

頁
上
段
）
の
配
置
、
お
よ
び
、
図
九
の
五
臺
山
（『
山
西
三
関
辺
垣
図
』

「
北
樓
」）（
一
二
頁
下
段
）と
図
十
の
五
臺
縣（『
山
西
三
関
辺
垣
図
』「
茹

越
・
廣
武
」）（
一
三
頁
下
段
）
の
配
置
で
あ
る
。
五
臺
縣
は
い
ず
れ
も

「
茹
越
・
廣
武
」
図
幅
の
左
下
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
五
臺
山
は
図
七

で
は
右
下
、
図
九
で
は
左
下
に
描
か
れ
る
。
京
都
大
学
蔵
の
『
山
西
辺

垣
布
陣
図
』で
の
五
臺
山
と
五
臺
縣
の
配
置（
図
十
一
、図
十
二
）（
一
四

頁
上
段
と
一
五
頁
上
段
）
は
、
図
九
と
図
十
（『
山
西
三
関
辺
垣
図
』）

で
の
配
置
と
同
じ
で
あ
る
。
図
十
一
と
図
十
二
、
図
九
と
図
十
、
こ
れ

図十一　「北樓」の描図スケッチ―『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）（進呈年代　不詳、　（進
　呈者　不詳）

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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ら
二
組
は
、
他
の
陣
や
墩
、
長
城
の
形
状
も
よ
く
似
て
い
る
が
、
五
臺

山
の
描
写
な
ど
異
な
る
部
分
も
あ
る
。

（
２
）
馬
站
堡
と
永
興
堡
は
ど
の
図
幅
に
描
か
れ
る
か

　

西
路
を
描
く
地
図
を
含
む
の
は
、『
山
西
辺
垣
図
』
第
十
六
册
、
第

十
七
册
、
第
十
五
册
、
第
十
二
册
、
第
九
册
、
第
三
册
、
第
六
册
、『
山

西
三
関
辺
垣
図
』、
お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
で
あ

る
（
表
一
）。
こ
れ
ら
に
お
け
る
「
老
營
」「
偏
關
」
を
検
討
し
た
と
こ

ろ
、馬
站
堡
と
永
興
堡
が
「
老
營
」
の
図
幅
に
描
か
れ
る
も
の
と
、「
偏

關
」
に
描
か
れ
る
も
の
の
二
類
型
が
特
定
で
き
た
。
こ
れ
ら
二
類
型
を

示
す
図
幅
の
描
図
ス
ケ
ッ
チ
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

一
六
頁
の
上
段
に
、「
老
營
」
図
幅
（『
山
西
辺
垣
図
』
第
十
六
册
）

（
図
十
三
）
を
、次
一
七
頁
の
上
段
に
「
偏
關
」
図
幅
（『
山
西
辺
垣
図
』

第
十
六
册
）
を
掲
げ
る
（
図
十
四
）。
馬
站
堡
と
永
興
堡
は
い
ず
れ
も
、

「
偏
關
」図
幅
に
描
か
れ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、図
十
五
の「
老
營
」（『
山

西
辺
垣
図
』
第
六
册
）（
一
六
頁
下
段
）
に
は
馬
站
堡
と
永
興
堡
が
描

か
れ
て
い
る
が
、図
十
六
の
「
偏
關
」
図
幅
（『
山
西
辺
垣
図
』
第
六
册
）

（
一
七
頁
下
段
）
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。こ
れ
と
同
様
の
配
置
が
、『
山

図十二　「茹越・廣武」の描図スケッチ―『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）（進呈年代　不詳、
　（進呈者　不詳））

京都大學文學部硏究紀要　第 51 号
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図十三　「老營」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第十六册（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳）

図十五　「老營」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第六册（順治15年(1658)（進呈者　白尚登））

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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図十四　「偏關」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第十六册（進呈年代　不詳、（進呈者　
　不詳））

図十六　「偏關」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第六册（順治15年(1658)（進呈者　白尚登））

京都大學文學部硏究紀要　第 51 号
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図十七　「老營」の描図スケッチ―『山西三関辺垣図』（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

図十九　「老營」の描図スケッチ―『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）（進呈年代　不詳、　（進
　呈者　不詳））

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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図十八　「偏關」の描図スケッチ―『山西三関辺垣図』（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

図二十　「偏關」の描図スケッチ―『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）（進呈年代　不詳、　（進
　呈者　不詳））
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西
三
関
辺
垣
図
』
の
「
老
營
」
と
「
偏
關
」（
図
十
七
、
図
十
八
）（
一
八
頁
上
段
、
一
九
頁
上
段
）
お
よ
び
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』

の
「
老
營
」
と
「
偏
關
」（
図
十
九
、
図
二
十
）（
一
八
頁
下
段
、
一
九
頁
下
段
）
で
あ
る
。

　

国
立
故
宮
博
物
院
蔵『
山
西
三
関
辺
垣
図
』の「
老
營
」「
偏
關
」（
図
十
七
、図
十
八
）と
京
都
大
学
蔵『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』の「
老
營
」「
偏
關
」（
図

十
九
、
図
二
十
）
を
比
較
す
る
と
、
楼
溝
堡
の
上
下
の
向
き
、
河
川
流
路
、
墩
の
密
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
の
相
違
が
目
立
つ
。
東
路
の
「
北

樓
」「
茹
越
・
廣
武
」
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
描
図
の
様
相
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。

（
３
）
岢
嵐
州
と
嵐
縣
は
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
か

  

先
の
（
２
）
節
と
同
様
、
西
路
を
含
む
地
図
に
つ
い
て
、「
岢
嵐
」
の
描
か
れ
る
方
向
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
岢
嵐
州
を
南
西
方
向
か
ら
描
く

も
の
と
南
東
方
向
か
ら
描
く
も
の
の
二
類
型
が
特
定
で
き
た
。
こ
れ
ら
二
類
型
を
示
す
図
幅
の
描
図
ス
ケ
ッ
チ
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

二
一
頁
上
段
に
『
山
西
辺
垣
図
』
第
十
六
册
（
図
二
十
一
）、
同
頁
下
段
に
『
山
西
辺
垣
図
』
第
六
册
（
図
二
十
二
）、
二
二
頁
上
段
に
『
山
西

三
関
辺
垣
図
』（
図
二
十
三
）、
同
頁
下
段
に
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』（
図
二
十
三
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
岢
嵐
」
図
幅
の
描
図
ス
ケ
ッ
チ

を
示
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、『
山
西
辺
垣
図
』
第
十
六
册
の
「
岢
嵐
」
の
み
が
岢
嵐
州
を
南
西
方
向
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
他
は
南
東
方
向
か
ら

描
い
て
い
る
。
こ
の
向
き
の
違
い
に
対
応
し
て
、
岢
嵐
州
を
と
り
ま
く
興
縣
な
ど
の
陣
の
配
置
も
九
十
度
回
転
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
岢
嵐

州
が
南
西
方
向
か
ら
描
か
れ
る
場
合
は
嵐
縣
が
岢
嵐
州
の
右
側
に
、
逆
に
、
岢
嵐
州
が
南
東
方
向
か
ら
描
か
れ
る
場
合
は
嵐
縣
が
岢
嵐
州
の
左
側

に
位
置
す
る
。

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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図二十一　「岢嵐」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第十六册（進呈年代　不詳、（進呈者
　不詳））

図二十二　「岢嵐」の描図スケッチ―『山西辺垣図』第六册（順治15年(1658)（進呈者　白
　尚登））
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図二十三　「岢嵐」の描図スケッチ―『山西三関辺垣図』（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

図二十四　「岢嵐」の描図スケッチ―『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）（進呈年代　不詳、
　（進呈者　不詳））

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類

二
二



第
三
章
　
描
図
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
分
類

　

第
二
章
で
の
（
１
）
か
ら
（
３
）
に
お
け
る
描
図
の
検
討
結
果
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
る
。　

　

ま
ず
、
五
臺
山
と
五
臺
縣
の
配
置
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
五
臺
縣
が
「
茹
越
・
廣
武
」
に
描
か
れ
る
か
、「
鴈
門
」
に
描
か
れ
る
か
に
よ
り
、

大
別
で
き
る
（
図
二
十
五
）。「
茹
越
・
廣
武
」
に
五
臺
縣
が
描
か
れ
る
も
の
を
Ａ
型
、「
鴈
門
」
に
描
か
れ
る
も
の
を
Ｂ
型
と
す
る
。
Ｂ
型
で
は
、

五
臺
山
は
「
北
樓
」
の
左
下
に
描
か
れ
る
。
一
方
、
Ａ
型
は
、
五
臺
山
の
位
置
に
よ
り
三
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
臺
山

が
「
北
樓
」
の
左
下
に
描
か
れ
る
Ａ
︲
１
型
、「
北
樓
」
の
右
下
に
描
か
れ
る
Ａ
︲
２
型
、「
茹
越
・
廣
武
」
の
右
下
に
描
か
れ
る
Ａ
︲
３
型
で
あ
る
。

Ａ
︲
３
型
の
場
合
、「
茹
越
・
廣
武
」
の
中
に
五
臺
山
と
五
臺
縣
が
描
か
れ
る
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山

西
三
関
辺
垣
図
』は
と
も
に
、Ａ
︲
１
型
に
分
類
さ
れ
る
。こ
の
描
か
れ
方
を
地
図
上
で
の
領
域
区
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
北
樓
」と「
茹

越
・
廣
武
」
の
境
界
の
線
引
き
と
「
茹
越
・
廣
武
」
と
「
鴈
門
」
の
境
界
の
線
引
き
が
焦
点
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
二
十
五
中
に
示
し
た
の

は
、
線
引
き
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
境
界
で
は
な
い
。

　

次
に
、
馬
站
堡
と
永
興
堡
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
「
老
營
」
に
描
か
れ
る
Ａ
型
と
「
偏
關
」
に
描
か
れ
る
Ｂ
型
に
分
類
で
き
る
（
図

二
十
六
）。京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
は
と
も
に
Ａ
型
で
あ
る
。こ
こ
で
も
、「
老
營
」
と
「
偏

關
」
と
の
領
域
区
分
の
あ
り
方
が
問
題
に
な
る
。
図
二
十
五
と
同
様
、
図
二
十
六
に
示
し
た
の
は
、
線
引
き
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
厳
密
な
境
界
で
は
な
い
。

　

最
後
に
、
岢
嵐
州
と
嵐
縣
と
の
相
対
的
な
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
岢
嵐
州
を
南
東
方
向
か
ら
描
く
Ａ
型
と
南
西
方
向
か
ら
描
く
Ｂ
型
と
に
よ
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図二十五　「北樓」・「茹越・廣武」・「鴈門」の描図パターンの類型と図幅の領域区分

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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図二十六　「老營」・「偏關」の描図パターンの類型と図幅の領域区分

図二十七　「岢嵐」の描図方向の類型
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表二  描図タイプによる「山西辺垣図群」の分類
西路 東路

岢嵐州と嵐の相 馬站堡と永興堡の 五臺山と五臺縣の 地図の名称＊

対的な位置関係（３） 描かれる位置（２） 描かれる位置（１）

B型 B型 東路を欠く
『山西邊垣圖』第十六册
（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

B型 B型 東路を欠く
『山西邊垣圖』第十七册
（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

B型 B型 B型
『山西邊垣圖』第十三册～第十五册
（順治２年（1645）、（進呈者　黄徽胤））

B型 B型 B型
『山西邊垣圖』第十册～第十二册
（順治２年（1645）、（進呈者　黄徽胤））

B型 B型 B型
『山西邊垣圖』第七册～第九册
（順治４年（1647）、（進呈者　呂維橒））

A型 A型 東路を欠く
『山西邊垣圖』第二册～第三册
（順治６年（1649）、（進呈者　劉漪））

西路を欠く 西路を欠く

（配列八～十）＊ 『山西邊垣圖』第一册
A-2型 （順治６年（1649）、（進呈者　蔡應桂））

（配列十四～十六）＊ （※東路を二組含む）
A-3型

A型 A型 A-2型
『山西邊垣圖』第四册～第六册
（順治15年（1658）、（進呈者　白尚登））

A型 A型 A-1型
『山西三關邊垣圖』
（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

A型 A型 A-1型
『山西辺垣布陣図』（京都大学蔵）
（進呈年代　不詳、（進呈者　不詳））

注⑴�五臺山と五臺縣の位置については、A-1、A-2、A-3の３つの型では、五臺山と五臺縣は「北樓」「茹越・
廣武」に描かれ、「鴈門」には描かれない。A-1型では「北樓」の左下に五臺山、「茹越・廣武」の左下
に五臺縣、A-2型では、「北樓」の右下に五臺山、「茹越・廣武」の左下に五臺縣、A-3型では、「茹越・
廣武」の右下に五臺山、左下に五臺縣が描かれる。B型では、「北樓」の左下に五臺山、「鴈門」の右
下に五臺縣が描かれる。図二十五参照。

　⑵�馬站堡と永興堡の位置については、両者が「老營」に描かれるA型と、両者が「偏關」に描かれるB型
がある。図二十六参照。

　⑶�岢嵐州と嵐縣の相対的な位置関係については、A型では、岢嵐州を中心にした周囲の陣の配置を、南東
から北西向きに見て描き、嵐縣は図幅の左下にある。B型では、岢嵐州を中心にした周囲の陣の配置を、
南西から北東向きに見て描き、嵐縣は図幅の右下にある。図二十七参照。

　＊表一を参照。

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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る
違
い
が
、
嵐
縣
が
図
幅
の
左
下
に
あ
る
か
右
下
に
あ
る
か
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
（
図
二
十
七
）。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
は
と
も
に
Ａ
型
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
類
を
「
山
西
辺
垣
図
群
」
全
体
に
あ
て
は
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
表
二
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
本
稿
で
比
較
し
た
三
つ
の
描
図

パ
タ
ー
ン
す
べ
て
に
つ
い
て
、
Ａ
型
お
よ
び
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
Ｂ
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
表
二
か

ら
、
作
成
年
代
の
相
対
的
に
古
い
も
の
が
Ｂ
型
、
よ
り
新
し
い
も
の
が
Ａ
型
で
あ
る
可
能
性
も
推
測
で
き
る
が
、
作
成
年
代
不
詳
の
も
の
が
多
い

た
め
、
判
断
は
差
し
控
え
た
い
。
興
味
深
い
の
は
、『
山
西
辺
垣
図
』
第
一
册
が
含
む
二
組
の
東
路
図
の
類
型
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ

か
が
別
册
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

本
稿
で
は
、
東
路
と
西
路
の
一
部
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
中
路
も
含
め
て
「
山
西
辺
垣
図
」
を
構
成
す
る
二
十
図
幅
す
べ
て
に
つ
い
て
、
同

様
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
密
な
分
類
が
可
能
と
な
ろ
う
。『
山
西
辺
垣
図
』
第
一
册
が
含
む
二
組
の
東
路
図
が
、
本
来
、
ど
の
册

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

  

本
稿
で
の
分
析
結
果
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
最
も
よ
く
似
て
い
る
の
は
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
三

関
辺
垣
図
』（
二
十
册
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
発
見
も
、
今
後
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
個
々
の
陣
が
ど
の
図
幅
に
描
か
れ
る
か
、
ま
た
、
図
幅
内
で
の
陣
同
士
の
相
互
の
配
置
関
係
な
ど
の
描
図
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
い
て
、

京都大學文學部硏究紀要　第 51 号

二
七



「
山
西
辺
垣
図
群
」、
す
な
わ
ち
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に

含
ま
れ
る
地
図
群
の
分
類
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
、東
路
の
「
北
樓
」「
茹
越
・
廣
武
」「
鴈
門
」
の
三
図
幅
に
お
け
る
五
臺
山
と
五
臺
縣
の
位
置
、

西
路
の
「
老
營
」「
偏
關
」
の
二
図
幅
に
お
け
る
馬
站
堡
と
永
興
堡
の
位
置
、
ま
た
、
西
路
の
「
岢
嵐
」
図
幅
に
お
け
る
岢
嵐
州
と
嵐
縣
の
相
対

的
な
位
置
関
係
と
図
幅
の
向
き
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
、
図
幅
間
の
相
違
や
類
似
を
比
較
検
討
し
、
分
類
の
手
が
か
り
と
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
検
討
し
た
三
点
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
異
な
る
二
つ
の
類
型
の
描
図
パ
タ
ー
ン
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
五
臺
縣
の
位
置

に
つ
い
て
、「
茹
越
・
廣
武
」
に
描
か
れ
る
Ａ
型
と
「
鴈
門
」
に
描
か
れ
る
Ｂ
型
が
あ
る
。
Ａ
型
に
は
、「
北
樓
」
あ
る
い
は
「
茹
越
・
廣
武
」
の

五
臺
山
の
位
置
に
よ
っ
て
、
Ａ
︲
１
型
か
ら
Ａ
︲
３
型
の
三
種
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
Ｂ
型
で
は
、「
北
樓
」
の
左
下
に
五
臺
山
、「
鴈
門
」

の
右
下
に
五
臺
縣
が
描
か
れ
る
。
馬
站
堡
と
永
興
堡
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
「
老
營
」
に
描
か
れ
る
Ａ
型
と
、「
偏
關
」
に
描
か
れ
る
Ｂ

型
が
あ
る
。
ま
た
、
岢
嵐
州
と
嵐
縣
の
相
対
的
な
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
岢
嵐
州
を
中
心
に
し
た
周
囲
の
陣
の
配
置
を
、
南
東
か
ら
北
西
向
き

に
見
て
描
く
Ａ
型
に
対
し
、
Ｂ
型
で
は
南
西
か
ら
北
東
向
き
に
見
て
描
く
。

　

東
路
を
描
く
、
す
な
わ
ち
「
北
樓
」「
茹
越
・
廣
武
」「
鴈
門
」
図
幅
を
含
む
山
西
辺
垣
図
の
う
ち
、
五
組
が
Ａ
型
（
二
組
が
Ａ
︲
１
型
、
二
組

が
Ａ
︲
２
型
、
一
組
が
Ａ
︲
３
型
）
に
、
三
組
が
Ｂ
型
に
分
類
さ
れ
た
。
西
路
を
描
く
山
西
辺
垣
図
の
う
ち
、
四
組
は
Ａ
型
、
五
組
は
Ｂ
型
に
分

類
さ
れ
た
。
東
路
も
西
路
も
含
む
山
西
辺
垣
図
は
、
京
都
大
学
所
蔵
の
も
の
を
含
め
て
、
六
組
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
三
組
は
、
描
図
パ
タ
ー

ン
を
検
討
し
た
い
ず
れ
の
検
討
箇
所
に
つ
い
て
も
Ａ
型
で
あ
り
、
他
の
三
組
は
Ｂ
型
で
あ
っ
た
。

　

京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
は
、
五
臺
山
と
五
臺
縣
の
位
置
に
つ
い
て
は
Ａ
︲
１
型
、
馬
站
堡
と
永
興
堡
の
位
置
お
よ
び
岢
嵐
州
と
嵐

縣
の
相
対
的
な
位
置
関
係
と
図
幅
の
向
き
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
Ａ
型
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
分
類
と
な
る
の
が
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山

西
三
関
辺
垣
図
』（
二
十
册
）
で
あ
る
。『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
含
ま
れ
る
個
々
の
図
幅
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
陣

の
形
状
や
山
河
の
様
相
、
墩
の
数
、
絵
筆
の
遣
い
方
、
文
字
の
書
き
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
各
図
幅
に
描
か
れ

国立故宮博物院ならびに京都大学所蔵の「山西辺垣図群」の描図パターンの比較と分類
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る
対
象
や
描
か
れ
る
領
域
の
範
囲
と
い
っ
た
基
本
的
な
要
素
に
お
い
て
は
、
明
確
な
共
通
点
が
あ
る
。

　

本
稿
で
の
描
図
パ
タ
ー
ン
の
分
類
に
よ
り
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
が
多
数
の
「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置

を
占
め
る
の
か
を
解
明
す
る
手
が
か
り
の
一
端
が
得
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
文
字
判
読
や
現
物
閲
覧
の
困
難
な
条
件
下
で
も
可
能
な
分

析
方
法
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
も
一
つ
の
成
果
と
い
え
る
。

　

今
後
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
図
幅
の
描
図
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
本
稿
と
同
様
の
比
較
と
分
類
を
試
み
る
こ
と
の
ほ
か
、

作
成
年
代
や
進
呈
者
、
当
時
の
軍
事
的
政
治
的
情
勢
な
ど
と
の
か
か
わ
り
を
考
慮
し
つ
つ
、
分
類
結
果
に
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
分
析
成
果
を
も
と
に
、
管
轄
領
域
の
区
分
や
そ
の
変
化
を
探
り
、
山
西
の
内
長
城
域
に
お
け
る
軍
事

防
衛
圏
の
空
間
構
成
を
解
明
す
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
こ
う
し
た
調
査
分
析
は
、
木
津
・
宇
佐
美
に
よ
る
文
字
情
報
の
判
読
作
業
と
関
連
文
献

に
よ
る
考
証
、「
山
西
辺
垣
図
群
」で
用
い
ら
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
描
法
に
つ
い
て
の
絵
画
論
的
観
点
か
ら
の
分
析
結
果
な
ど
と
も
照
合
し
つ
つ
、

相
互
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
処
と
の
相
互
交
流
や
共
同
調
査
の
企
画
と
実
行
も
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（１
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田
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和
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mountains and rivers, and so on. The differences or similarity might be useful to classify the 
subsets, then, to arrange them in their chronological order. 
　 Based on the analysis, we recognized the following remarks:
About (a), there are four types to assign the locations of Mt. Wutai and Wutai in the map sheets 
of 'Beilou,' 'Yuyue and Guangwu,' and 'Yanmen.'
　　Type A: �Mt. Wutai and Wutai are drawn in the map sheets of of 'Beilou' and/or 'Yuyue and 

Guangwu,' but not in 'Yanmen.'
　　　　Type A-1: �Mt. Wutai is drawn at the lower left in the map sheet of 'Beilou' and Wutai 

at the lower left in the map sheet of 'Yuyue and Guangwu.'
　　　　Type A-2: �Mt. Wutai is drawn at the lower right in the map sheet of 'Beilou' and Wutai 

at the lower left in the map sheet of 'Yuyue and Guangwu.'
　　　　Type A-3: �Mt. Wutai and Wutai in the map sheet of 'Yuyue and Guangwu.' 
　　Type B: �Mt. Wutai is drawn in the map sheet of 'Beilou' and Wutai in the map sheet of 

'Yanmen.'
Among the eight East subsets, two subsets are Type A-1, two are Type A-2, one is Type A-3, 
and three are Type B.
About (b), there are two types, with respect to the locations of Mazhan and Yongxing drawn in 
the map sheets of 'Laoying' and 'Pianguan.'
　　Type A: Mazhan and Yongxing are drawn in the map sheet of 'Laoying.'
　　Type B: Mazhan and Yongxing are drawn in the map sheet of 'Piangua.'
Of the nine West subsets, four subsets are Type A and five subsets are Type B.
About (c), there are two types, with respect to the relative positions between Kalan and Lan in 
the map sheet of 'Kalan.' 
　　Type A: �the upper side of map sheet 'Kalan' is directed to northwest. Lan faces Kalan to 

the right hand. 
　　Type B: �the upper side of map sheet 'Kalan' is directed to northeast. Lan faces Kalan to the 

left hand.
Of the nine West subsets, four subsets are Type A and five subsets are Type B. This result is 
similar to those in the examination of (b).

　 The Analysis described in this article made it clear that: (1) the map series of the Kyoto 
University, 'Map of Shanxi Sanguan region depicted along the Great Wall' and one volume of 
'Map of the region depicted along the Great Wall in Shanxi,' which have the East and West 
subsets of map sheets, are classified to Type A in the entire examinations of (a), (b), and (c). On 
the other hand, the other three volumes of 'Map of the region depicted along the Great Wall 
in Shanxi' are classified to Type B after the examinations. (2) The map series of the Kyoto 
University resembles very well to the 'Map of Shanxi Sanguan region depicted along the Great 
Wall' stored in the National Palace Museum. They show Type A-1 in the examination of (a), and 
Type A in the examinations of (b) and (c). There is possibility that these two map series stored 
in Japan and Taiwan were made in the same period or situation. 
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Classification of Map Series Depicted along the Great Wall in 
Shanxi 山西 Stored in National Palace Museum of Taiwan and 
in Kyoto University on the Basis of Their Mapping Patterns

 Kazuko TANAKA, Yuko KIZU and Bunri USAMI

　 The National Palace Museum of Taiwan owns two different series of maps depicted along 
the Great Wall in Shanxi. They are 'Map of the region depicted along the Great Wall in Shanxi 
山西辺垣図' and 'Map of the Shanxi Sanguan region depicted along the Great Wall 山西三関辺
垣図.' The Kyoto University of Japan also owns a similar map series of 'Defense Map showing 
the region along the Great Wall in Shanxi 山西辺垣布陣図.' These three map series are map 
sets composed of map sheets, and are regarded to belong to a big group of 'volume sets of map 
sheets depicted along the Great Wall in Shanxi.' A complete volume set of 'map sheets depicted 
along the Great Wall in Shanxi' is divisible into three subsets composed of twenty map sheets: 
the East subset (six map sheets), the Central subset (six map sheets), and the West subset (eight 
map sheets). These three subsets cover the geographical region along the east line of Great 
Wall, the region along the central line, and the region along the west line, respectively.
　 On some cover sheets of the three map series stored in the Museum and the University, the 
age of map-making and names of related executive officers are written, but not on the others. 
No clear data with respect to their administrative and military purposes and ways of mapping 
are obtained, however.
　 We compared the mapping characteristics between map sheets of the three map series, 
and classified them on the basis of the similarity between their mapping patterns. Based on 
the comparison and classification, it seems to be possible to indicate which map series of the 
Palace Museum are most similar to the map series of the Kyoto University, and to clarify their 
chronological order and ways of mapping. 
　 'Map of the region depicted along the Great Wall in Shanxi' of the National Palace Museum 
consists of eight volumes of nineteen subsets of 128 map sheets. Four volumes of the eight 
are composed of the East, Central and West subsets of twenty map sheets, and the rest are 
composed of one or two subsets. 'Map of the Shanxi Sanguan region depicted along the Great 
Wall' has all subsets of twenty map sheets. Five map sheets in the Central subset and two map 
sheets in the West subset are missing in the map series of the Kyoto University, unfortunately.
　 We selected (i) three map sheets of 'Beilou 北 樓,' 'Yuyue and Guangwu 茹 越・ 廣 武,' and 
'Yanmen 鴈門' of the East subset, (ii) two map sheets 'Laoying 老營' and 'Pianguan 偏關,' and (iii) 
a map sheet of 'Kalan 岢嵐' of the West subset. Key locations and geographic relation which we 
observed in the analysis are (a) Mt. Wutai 五臺山 and Wutai 五臺縣 in the map sheets of 'Beilou,' 
'Yuyue and Guangwu,' and 'Yanmen,' (b) Mazhan 馬站堡 and Yongxing 永興堡 in the map sheets 
of 'Laoying' and 'Pianguan,' and (c) geographical relation between Kalan 岢嵐州 and Lan 嵐縣 in 
the map sheet of 'Kalan.'
　 Some clear differences were identified in mapping characteristics between the map sheets 
depicting the same district, for example, ways of drawing and painting, sites of camps, beacons,  
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國立故宮博物院、京都大學所藏〈山西邊垣圖群〉
在描繪模式上的比較和分類

田　中　和　子　・　木　津　祐　子　・　宇佐美　文　理

　　2011年11月，我們在國立故宮博物院調查了《山西邊垣圖》和《山西三關邊

垣圖》，發現其中幾幅圖的描繪模式與京都大學所藏《山西邊垣佈陣圖》（京大

圖）有明顯的差別。最為顯著的差別在如下三項上：1）東路的五臺山、五臺縣

所處的圖幅與其在圖幅中的位置，2）西路的馬站堡、永興堡所處的圖幅與其在

圖幅中的位置、3）岢嵐州和嵐縣在一幅圖中的相對佈置。通過此三項的分析，

我們了解到〈山西邊垣圖群〉一系列地圖按照描繪模式的不同可以分成A、B兩

個大類型。〈山西邊垣圖群〉中與京大圖一樣具有東西兩路（即缺中路）的一共

有六套，三套為A型（包括京大圖在內），其餘三套皆為B型。A型圖中最接近於

京大圖的就是《山西三關邊垣圖》（全二十冊）。
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